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　　　リーダー！
今年は 51 名の
リーダーが誕生！
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2013・9　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

避
難
所
を
見
直
し
ま
し
た

No． 施設名 住所 ＴＥＬ
収容

人数

安全

レベル

1
岩出市総合保健福祉
センター

（あいあいセンター）
金池 92 61-2400 442 ☆☆☆

2 岩出市立体育館※ 西野 264 62-2141 337 ☆☆
3 岩出市民総合体育館 荊本 63-2 62-0370 439 ☆☆☆

10 岩出小学校※ 清水 30 62-2528 489 ☆☆
11 山崎小学校 中黒 100 62-2879 664 ☆☆☆
12 山崎北小学校 西安上 70 62-0376 669 ☆☆☆
13 根来小学校 根来 479 62-2651 503 ☆☆☆
14 上岩出小学校 水栖 514 62-4490 624 ☆☆☆
15 中央小学校 川尻 202 62-0500 586 ☆☆☆
16 岩出中学校 西野 65 62-3223 864 ☆☆☆
17 岩出第二中学校 野上野 155 62-8851 971 ☆☆☆
18 那賀高等学校 髙塚 115 62-2117 650 ☆☆☆

No. 施設名 住所 ＴＥＬ
収容

人数

安全

レベル
4 岩出地区公民館※ 清水 386-12 63-3707 152 ☆☆
5 山崎地区公民館 中黒 52-2 63-3661 147 ☆☆☆

6 岩出市農業構造改善総合セン
ター（根来地区公民館） 根来 535-2 62-8206 141 ☆☆☆

7 岩出市農家高齢者創作館
（上岩出地区公民館） 水栖 199-3 62-8205 108 ☆☆☆

8 紀泉台地区公民館 紀泉台 428 62-8913 150 ☆☆☆
9 桜台地区公民館 桜台 494 63-1151 143 ☆☆☆

26 岩出地区水田利用再編対策研修
指導施設（船山地区公民館） 山崎 122 63-9774 48 ☆☆☆

24 岩出地区コミュニティセン
ター※ 髙塚 11 63-2248 20 ☆☆

25 上岩出地区コミュニティセン
ター 北大池 84-2 61-4431 38 ☆☆☆

28 サンホール（岩出市陶芸館） 山 719 61-4495 79 ☆☆☆

岩出市避難所一覧 （市外局番　0736）

災害の種類や規模により、避難所の役割を分け、市内全域の避難所を次のよう見直しま
した。

◇避難施設（中長期間避難所） ◇一時避難所（風水害時避難所）

 ※紀の川の水位が避難判断水位に達した場合は、
 ※紀の川の水位が避難判断水位に達した場合は、

 安全レベル☆☆☆の避難所に移動する。
 安全レベル☆☆☆の避難所に移動する。



3　　広報いわで　2013・9 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

No． 施設名 住所 ＴＥＬ
収容

人数

安全

レベル
19 岡田児童館 岡田 643-4 62-7693 39 ☆☆☆
20 大池児童館 水栖 5-1 62-7095 42 ☆☆☆
21 曽屋教育集会所 曽屋 456-5 63-3686 41 ☆☆☆
22 岡田集会所 岡田 463 63-1283 33 ☆☆☆
23 根来北集会所 根来 1162 63-1379 20 ☆☆☆
27 いわで御殿 清水 5-1 61-1122 94 ☆☆☆
29 さぎのせ公園※ 中島 14,800 ☆☆
30 荒神公園 紀泉台 75 401 ☆☆☆
31 蔵谷公園 紀泉台 427-2 439 ☆☆☆

32 東公園 西国分 491 1,515 ☆☆☆

33 交通公園 堀口 41 1,160 ☆☆☆

34 中島グリーンタウン
南公園※ 中島 35-8 362 ☆☆

35 吉田団地公園 吉田 92-2 400 ☆☆☆
36 山宮の浦公園 山 492-33 204 ☆☆☆
37 中黒団地公園 相谷 460-15 447 ☆☆☆
38 若葉台公園 今中 170-8 646 ☆☆☆
39 くすのき公園 桜台 422 711 ☆☆☆
40 さくら公園 桜台 423 1,383 ☆☆☆
41 けやき公園 桜台 426 282 ☆☆☆
42 紀泉台グラウンド 紀泉台 96-2 4,280 ☆☆☆
43 紀泉台公園 1 紀泉台 481 427 ☆☆☆
44 紀泉台公園 2 紀泉台 96-38 202 ☆☆☆
45 わんぱく公園 桜台 425 1,734 ☆☆☆
46 むくのき公園 桜台 427 703 ☆☆☆

No． 施設名 住所 ＴＥＬ
収容

人数

安全

レベル

1 岩出市総合保健福祉センター
（あいあいセンター） 金池 92 61-2400 44 ☆☆☆

4 岩出地区公民館※ 清水 386-12 63-3707 42 ☆☆
5 山崎地区公民館 中黒 52-2 63-3661 32 ☆☆☆

6 岩出市農業構造改善総合セン
ター（根来地区公民館） 根来 535-2 62-8206 41 ☆☆☆

7 岩出市農家高齢者創作館
（上岩出地区公民館） 水栖 199-3 62-8205 23 ☆☆☆

8 紀泉台地区公民館 紀泉台 428 62-8913 35 ☆☆☆
9 桜台地区公民館 桜台 494 63-1151 37 ☆☆☆

26 岩出地区水田利用再編対策研
修指導施設（船山地区公民館）山崎 122 62-9774 20 ☆☆☆

◇福祉避難所（災害時要援護者等が避難する避難場所）

◇地域避難場所（震災時一時的に地域で集まる避難場所）

☆ なお、地域避難場所については、面積の広い公園等を指

定しているだけであって、震災時一時的に必ずそこへ避難

しなければならない訳ではありません。

　各区・自治会等で話し合い、地域で一時的に集まること

のできる公園・広場等を決めておいてください。

○問い合わせ先　総務課 危機管理係　℡ 62 ‐ 2141

                                                              （内線 122・131）

※紀の川の水位が避難判断水位に達した場合は、安全レベル☆☆☆の

※紀の川の水位が避難判断水位に達した場合は、安全レベル☆☆☆の

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制

度
の
お
知
ら
せ

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
手
助
け
を

必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、
行
政
、

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
近
隣
の
方
な
ど
地
域

が
連
携
し
て
支
援
を
行
う
た
め
の
情

報
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
自
ら

を
守
る
た
め
に
適
切
な
行
動
を
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
何
ら
か
の
助
け
を

希
望
す
る
方
の
う
ち
、
左
記
の
方
が

対
象
で
す
。

・
高
齢
者

・
重
度
障
害
者
（
在
宅
で
医
療
機
器

　

等
を
使
用
し
て
い
る
難
病
の
方
も  

　

含
ま
れ
ま
す
。）

・
そ
の
他
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

○
申
請
方
法
・
窓
口
は

　

福
祉
課 

総
務
係
（
内
線
３
２
９
）

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp

）
か

ら
も
申
請
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
支
援

者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
登
録
申
請
は

支
援
者
へ
の
情
報
提
供
に
同
意
で
き

る
方
と
な
り
ま
す
。

防
災
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
！

　
　
　
　

   

講
座
参
加
者
募
集

災
害
が
起
こ
る
前
に
何
を
準
備
し
ま
す
か
？

　
「
も
し
、
被
災
し
た
ら
？
」
男
女

の
ニ
ー
ズ
の
違
い
な
ど
の
視
点
か
ら

避
難
所
の
運
営
・
防
災
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
男
女
共
同
参
画
市

民
企
画
事
業
で
採
択
さ
れ
た
つ
ば
さ

の
会
和
歌
山
岩
出
支
部
企
画
運
営
講

座
で
す
。

〇
内
容　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
他

〇
日
時　

10
月
5
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
視
聴
覚
室

〇
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

○
対
象　

岩
出
市
民
又
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
（
小
学
5

年
生
～
一
般
）

○
一
時
保
育【
申
込
期
限
９
月
25
日
】

　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

①
氏
名
・
年
齢
②
住
所
③
電
話
番
号

④
一
時
保
育
希
望
の
方
は
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
・
人
数
を
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

　

e-m
ail 

：  koushitsu@
city.

iw
ade.lg.jp

FAX
 避難所に移動する。

 避難所に移動する。



2013・9　広報いわで　　4【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう 【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

中
学
生
職
場
体
験

今
年
も
応
援
し
て

　
　
　

く
だ
さ
い    

　

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
学

生
職
場
体
験
も
今
年
で
８
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

社
会
の
厳
し
さ
を
体
験
す
る
中

で
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
し
た

り
、
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
家
族
と

話
し
合
っ
た
り
す
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
那
賀
地
方
の
各
中

学
校
で
11
月
ま
で
の
間
（
岩
出
市
内

の
中
学
校
は
９
月
）
に
約
３
日
間
実

施
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

那
賀
地
方
校
長
会

  昨年の職業体験

（岩出第二中学校）

﹁
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
３
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

和
歌
山
県
大
会

　

7
月
27
日
（
土
）
岩
出
市
立
市
民

総
合
体
育
館
で
、「
少
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
２
０
１
３
和
歌
山
県
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
５
５
０
名
の
参
加
者

が
、
県
内
応
募
１
１
，
４
５
８
名
の

中
学
生
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
者
18
名

の
思
い
、
真
剣
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
は
、
門
可
奈
子
さ
ん

（
岩
出
中
3
年
）
と
丸
山
凪
紗
さ
ん

ん
（
岩
出
第
二
中
3
年
）
が
発
表
し
、

司
会
進
行
の
一
部
を
岩
出
第
二
中
学

校
の
生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

審
査
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
岩
出
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
根
来

の
子
守
唄
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
楽

し
い
雰
囲
気
で
包
み
ま
し
た
。　

防
災
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
育
成

賞 氏 名 学 校 名 学年

入賞
門　可奈子 岩出中学校 3
標題　二匹のヤマアラシ

入賞
丸山　凪紗 岩出第二中学校 3
標題　貧しい国の子どもたち

岩出市からの入賞者

　

8
月
5
日
・
6
日
の
2
日
間
に
渡

り
、
那
賀
消
防
本
部
・
那
賀
防
災
セ

ン
タ
ー
で
「
平
成
25
年
度
岩
出
市
防

災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
立
中
学
校
の
生
徒
51
名
が
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
で
の
防
災
の
啓
発
・

指
導
が
で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
た
め
、
自
然
災
害
に
備
え
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
日
目
に
は
、
簡
易
ト
イ
レ
の
作

り
方
や
、
消
化
訓
練
、
震
度
7
を
体

験
で
き
る
地
震
体
験
な
ど
を
行
い
、

2
日
目
に
は
、
普
通
救
命
講
習
を
受

講
し
た
後
、
規
律
訓
練
や
救
助
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
渡
過
訓
練

で
は
、
8
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
怖

が
る
様
子
も
な
く
真
剣
に
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
、
9
月
1
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
地
域
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
岩
出
小
学
校
で
マ
イ
ト

イ
レ
作
り
を
指
導
し
ま
す
。

▲発表する丸山凪紗さん ▲発表する門可奈子さん
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【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

Q1　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
っ
て
？

A1　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、「
統

計
法
」
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計
調
査

で
、
昭
和
23
年
か
ら
5
年
ご
と
に
行

わ
れ
、
今
回
は
14
回
目
の
調
査
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
約

３
５
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と

し
、
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
自

治
体
に
お
い
て
様
々
な
施
策
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
約
２
，
０
０
０
世

帯
が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　A2　

世
帯
の
構
成
、
収
入
、
勤
務
状

態
、
部
屋
数
、
面
積
、
建
築
時
期
等

が
調
査
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q3　

い
つ
頃
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

A3　

10
月
１
日
が
基
準
日
に
な
り
ま

す
の
で
、
９
月
上
旬
に
調
査
対
象
地

区
に
案
内
を
配
布
し
、
９
月
下
旬
か

ら
対
象
世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
各
世
帯
で
調
査
票
に
記
入
い
た

だ
い
た
後
、
10
月
上
旬
に
調
査
票
を

回
収
に
伺
い
ま
す
。

Q4　

調
査
の
流
れ
は
？

A4　

次
の
よ
う
な
流
れ
と
な
り
ま

す
。
各
世
帯
に
は
任
命
を
受
け
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

Q5　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
か
？

A5　

統
計
法
で
は
、
調
査
対
象
者
が

安
心
し
て
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
け

る
よ
う
、
調
査
員
を
始
め
と
す
る
調

査
関
係
者
に
対
し
て
、
調
査
票
の
記

入
内
容
を
厳
重
に
保
護
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
は
、
市
長
公

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

 　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
３
）

平
成
25
年
10
月
１
日
実
施

　
　
　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
ご
案
内

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
同
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
14
日(

月)

                （
体
育
の
日
）

※
雨
天
等
で
中
止
の
場
合
10
月
20
日

(

日)

に
延
期

○
場
所　

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
本
年
も
「
体
育
の

日
」
に
市
民
運
動
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

○
そ
の
他

　

運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
等
に

つ
い
て
は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

各
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

昨
年
の
様
子 第

8
回　

岩
出
市
民
運
動
会

Q2　

ど
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
る
の
で

す
か
？
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７
月
21
日
執
行
の
参
議
院
和
歌
山

県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
、
市
内

19
カ
所
の
投
票
所
に
て
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
９
時
20
分
か
ら
は
、
市
民
総

合
体
育
館
に
て
即
日
開
票
を
行
い
、

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。

平成２５年７月２１日執行参議院和歌山県選挙区選出議員選挙における各投票所の投票結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位：人、％（　）は投票率

投票所名 区域
当日有権者数 投票者数

男 女 計 男 女 計
第１投票所
岩出地区公民館

大町・高塚・清水・宮 1,223 1,399 2,622 511 524 1,035
(41.78) (37.46) (39.47)

第２投票所
山崎地区公民館

中黒・湯窪・金屋
畑毛（1 ～ 269・303 ～ 331）

1,327 1,417 2,744 450 432 882
(33.91) (30.49) (32.14)

第３投票所
境谷集会所

境谷 19 30 49 15 21 36
(78.95) (70.00) (73.47)

第４投票所
根来地区公民館

根来（475 ～ 2278・2280 ～ 2366）
森・堀口・尼ヶ辻

1,361 1,498 2,859 483 506 989
(35.49) (33.78) (34.59)

第５投票所
押川集会所

押川 7 12 19 5 9 14
(71.43) (75.00) (73.68)

第６投票所
上岩出地区公民館

中迫（1 ～ 104・568 ～ 666）
水栖・野上野（35 ～ 546）

1,780 1,966 3,746 689 717 1,406
(38.71) (36.47) (37.53)

第７投票所
船山地区公民館

船戸・山崎 360 429 789 136 130 266
(37.78) (30.30) (33.71)

第８投票所
鴨沼集会所

吉田（68 ～ 445） 810 956 1,766 310 306 616
(38.27) (32.01) (34.88)

第９投票所
山宮の浦自治会集会所

山（1 ～ 539）
相谷（120 ～ 212）

750 786 1,536 320 321 641
(42.67) (40.84) (41.73)

第１０投票所
岩出市中央公民館

西野・高瀬・備前
中島（864 ～ 918）・畑毛（270 ～ 302）

609 648 1,257 209 199 408
(34.32) (30.71) (32.46)

第１１投票所
岩出市民総合体育館

曽屋（374 ～ 387・420 ～ 458）・川尻
荊本・中迫（105 ～ 567・667 ～ 708）

1,306 1,394 2,700 414 419 833
(31.70) (30.06) (30.85)

第１２投票所
紀泉台地区公民館

原・西安上・紀泉台・安上 1,447 1,605 3,052 719 750 1,469
(49.69) (46.73) (48.13)

第１３投票所
上岩出地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

北大池（1 ～ 333・354 ～ 489）
南大池・東坂本・新田広芝・今畑

1,627 1,783 3,410 625 645 1,270
(38.41) (36.17) (37.24)

第１４投票所
岡田集会所

岡田
溝川（1 ～ 208・271 ～ 310）

1,035 1,122 2,157 311 304 615
(30.05) (27.09) (28.51)

第１５投票所
岩出市総合保健福祉ｾﾝﾀｰ

金池・赤垣内・波分
曽屋（1 ～ 373・388 ～ 419）

1,543 1,635 3,178 484 516 1,000
(31.37) (31.56) (31.47)

第１６投票所
皆楽園

溝川（209 ～ 270）
西国分

1,087 1,215 2,302 339 377 716
(31.19) (31.03) (31.10)

第１７投票所
中島会館

中島（1 ～ 863・919 ～ 1284） 776 818 1,594 219 232 451
(28.22) (28.36) (28.29)

第１８投票所
サンホール

吉田（1 ～ 67）・山（540 ～ 1005）
相谷（1 ～ 119・213 ～ 630）

1,313 1,428 2,741 472 521 993
(35.95) (36.48) (36.23)

第１９投票所
桜台地区公民館

根来（1 ～ 474・2279）・今中・桜台
野上野（1 ～ 34）・山田・北大池（334 ～ 353）

1,386 1,435 2,821 561 526 1,087
(40.48) (36.66) (38.53)

当日投票（国内）計
7,272 7,455 14,727

(36.79) (34.55) (35.62)

期日前投票（国内）
2,433 2,984 5,417

(12.31) (13.83) (13.10)

不在者投票（国内）
65 71 136

(0.33) (0.33) (0.33)

国　　内　　計
19,766 21,576 41,342 9,770 10,510 20,280

(49.43) (48.71) (49.05)

在　　　　　　外
8 11 19 2 2 4

(25.00) (18.18) (21.05)

合計（国内＋在外）
19,774 21,587 41,361 9,772 10,512 20,284

(49.42) (48.70) (49.04)

平
成
25
年
７
月
21
日
執
行  　

参
議
院
和
歌
山
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
結
果

当
日
有
権
者
数   

４
１
，
３
６
１
人

投
票
総
数　
　

   

２
０
，
２
８
４
票

有
効
投
票
数　

   

１
９
，
３
４
２
票

無
効
投
票
数　
　
　
　

   

９
４
２
票

欠
票
数　

                            

0 

票

投
票
率　
　
　

       

４
９
．
０
４
％

（
候
補
者
届
出
順
）

候補者氏名 党派 得票数

久保みやこ 幸福実現党 719

原やすひさ 日本共産党 3,819

せこう弘成 自由民主党 14,804

合計 19,342
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上
下
水
道
料
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か  

　

上
下
水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ

く
料
金
で
運
営
し
て
お
り
、
公
平
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
給
水
を
停
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
上
下
水
道
料
金
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
停
止
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、

裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督
促
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

○
納
入
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課 

上
水
道
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
１
９
６
１
年
、
著
し

く
遅
れ
て
い
た
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を

全
国
的
に
展
開
す
る
た
め
、「
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

岩
出
市
で
は
９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」

に
合
わ
せ
て
市
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
は
皆
さ
ま
に
接
続
し
て
い
た
だ

か
な
い
こ
と
に
は
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
供
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ま

は
、
１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

図
る
た
め
に
、
接
続
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す

る
水
洗
化
助
成
金
制
度
と
利
子
補
給
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
新
築
家
屋
や
事
務
所
な
ど

は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
つ
の
制

度
を
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
等
詳
細
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
業
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
化
助
成
金

　

助
成
額
は
供
用
開
始
か
ら

　

１
年
以
内
の
接
続　
　
　
　
　
　
　

７
万
円

　

１
年
を
超
え
て
２
年
以
内
の
接
続　

５
万
円

　

２
年
を
超
え
て
３
年
以
内
の
接
続　

３
万
円

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
（
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
は
上
限
で
す
。
工
事
費

が
助
成
額
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
工
事
費
が
助
成

額
と
な
り
ま
す
。）

○
利
子
補
給
制
度

　

接
続
工
事
費
の
支
払
い
の
為
に
金
融
機
関
か

ら
受
け
た
融
資
に
対
し
、
５
万
円
を
限
度
に
利

子
補
給
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課 

下
水
道
係

 　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
２
６
３
・
２
６
４
）

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
、﹁
自
殺
予
防
週
間
﹂

で
す
。

　

自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
お
い
て
、「
９
月
10

日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
毎
年

９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
を
自
殺
予
防
週
間
と

し
て
設
定
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し

て
、
幅
広
い
国
民
の
参
加
に
よ
る
啓
発
を
強
力

に
推
進
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
お
け
る
集
中
的
な
啓
発
事
業

等
の
実
施
を
通
じ
て
、
国
民
に
自
殺
や
精
神
疾

患
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
と
と

も
に
、
命
の
大
切
さ
や
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ

イ
ン
、
ま
た
危
険
に
気
づ
い
た
と
き
の
対
応
方

法
及
び
自
死
遺
族
（
自
殺
者
の
親
族
）
等
に
対

す
る
支
援
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
国
民
の
理
解

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

自
殺
予
防
十
箇
条

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
数
多
く
認
め
る
場
合

は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
早
い
段

階
で
専
門
家
に
受
診
を
。

①
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
つ
け
る

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失
敗

　

を
す
る
、
職
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
者
を
失
う

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

自
死
遺
族
支
援

　

身
近
な
人
が
自
殺
（
未
遂
）
す
る
こ
と
で
周

囲
の
５
～
６
人
の
人
が
深
刻
な
心
理
的
影
響
を

受
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
族
の
中
に
は
、
周
囲
の
人
た
ち
の
言
葉
や

態
度
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
り
、
逆
に
傷
つ
い
た

り
す
る
こ
と
（
二
次
被
害
）
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
殺
に
対
す
る
偏
見
や
周
囲
の
誤
解
な
ど

に
よ
っ
て
自
殺
（
自
死
）
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
周
囲
の
人
に
話
せ
ず
に
一
人
で
苦
し
み
、
地

域
・
社
会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
遺
族

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

 　

自
殺
や
自
殺
未
遂
は
本
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
そ
の
家
族
や
友
人
・
知
人
ら
に
大
き

な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
問
題
、
誰
も
が

出
会
う
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
問
題
で
す
。

○
相
談
窓
口

和
歌
山
県
自
殺
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

　

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
や
、
大

切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
相
談
窓
口

で
す
。

は
あ
と
ラ
イ
ン

　

℡
０
７
３
︲
４
２
４
︲
１
７
０
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
大
切
な
命

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　からのお知らせ

滞
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

県
内
全
市
町
村
で
滞
納
税
の
徴
収
専

門
組
織
と
し
て
、平
成
18
年
4
月
に﹃
和

歌
山
地
方
税
回
収
機
構
﹄
を
設
立
し
、

市
町
村
の
徴
収
権
を
移
管
し
、
差
押
・

公
売
等
の
強
制
徴
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

岩
出
市
で
は
、
回
収
困
難
な
案
件
や

完
納
の
目
処
が
立
た
な
い
案
件
に
つ
い

て
は
、
順
次
徴
収
業
務
を
移
管
し
て
い

ま
す
。

﹇
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
﹈

　

日
常
、
仕
事
等
で
お
忙
し
い
方
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ご
利
用
の
場

合
は
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
又
は
市
役
所
税
務
課
で
申
込
み
が

で
き
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳
及
び
通
帳

の
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
紀
陽
銀
行
・
南
都
銀
行
・
紀
の
里
農

業
協
同
組
合
・
近
畿
労
働
金
庫
・
き
の

く
に
信
用
金
庫
・
池
田
泉
州
銀
行
和
歌

山
支
店
・
郵
便
局
又
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
※
直
接
、
郵
便
局
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。）

﹇
滞
納
す
る
と
延
滞
金
が
発
生
し
ま

す
﹈

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
督
促
状
、
催
告

状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
は
、
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
次
の
と
お
り
必
要

で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を

含
み
ま
す
。）
に
つ
い
て
も
同
様
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

粉
河
税
務
署

　

℡
73
‐
３
３
０
１　

　乗用装置付トラクター、コンバイン、運搬車両等の農耕作業用自動

車は、バイク、軽乗用車と同じく、所有することにより小型特殊自動

車の農耕作業用（年税額 1,500 円）として軽自動車税の課税対象に

なり、申告が義務付けられています。

　新たに購入された場合や、ナンバープレートの交付を受けていない

農耕作業用自動車を所有されている場合は、次の書類等をお持ちのう

え、速やかに税務課にて手続きを行ってください。

①認印　  ②本人確認ができるもの（運転免許証等）

③販売証明書または廃車証明書と車台番号の石刷り

　（石刷り…車台番号に紙をあて、鉛筆等でこすって転写したもの）

※代理人の場合は、代理人の本人確認ができるものが必要です。

○問い合わせ先　市民税係（内線 144）

乗用のトラクター、コンバイン等をお持ちのみなさまへ

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

　
　

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
1
月
か
ら

保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 7 年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5 年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

5 年業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品

書、送り状、領収書などの書類

【帳簿書類の保存期間】

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁
ホームページ（http://www.nta.go.jp）に掲載されています
ので、ご覧ください。

ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
税
額

（
１
，
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
、
又
は
そ
の
全
額
が
２
，
０
０
０

円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
又
は
全
額
を
切
捨
て
）に
年
14
．６
％

（
期
限
後
１
か
月
の
期
間
は
、
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
る
）
の
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
の
延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

﹇
滞
納
処
分
﹈

　

督
促
状
・
催
告
状
等
を
発
送
し
て
も

納
付
い
た
だ
け
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
納
税
者
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
給
与
・
預
貯

金
・
不
動
産
等
の
財
産
を
調
査
し
、
差

押
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
い

ま
す
。

﹇
納
税
相
談
窓
口
﹈

　

病
気
・
災
害
等
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
期
間
を
定
め
て
の

分
割
納
付
等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
税
務
課
納
税
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先    
納
税
係

　

              （
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

　家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現
在の状況に基づいて課税されます。　
　年の途中で取り壊し等された家屋につきまし
ては、翌年度の課税内容に影響がありますの
で、必ず手続きをお願いします。

②登記がない場合①登記がある場合

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は
市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは

上のいずれかの手続が必要です。
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814 からのお知らせ

ごみの分別と資源化にご協力ください！
　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

福  祉  加  算  配  布

▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 9 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

Ａ：身体障害者手帳（１級または２級）の交付を
受けている方で、おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・身体障害者手帳

50 枚 34 枚 25 枚

Ｂ：要介護４または５の認定を受けている方で、
おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・要介護認定通知書、又は介護保険証

50 枚 34 枚 25 枚

Ｃ：常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑
50 枚 34 枚 25 枚

　次の該当者には各世帯の人数に応じた無料配布枚数に加えて生活環境課窓口にて本

人または家族等により申請をいただいた上でごみ袋を配布しています。 

　ただし、申請は年 1 回のみで、申請時に袋の大きさを選んでいただきます。

清掃ボランティアをしてくださる団体
にごみ袋の配布をしています！

　岩出市内の道路、河川、公園等の公共区域の清掃をして

いただけるボランティア団体には、市役所にて事前に申請

をいただいた上で、清掃ボランティア用（黄色）のごみ袋

を配布しています。ただし、清掃後に余ったごみ袋は返却

していただきます。

○対象となる団体　区・自治会、子ども会、老人会、

　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体　

　等。

○申請受付　随時受け付けています。

集団資源回収活動を始めませんか？

○対象品目　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、

　ペットボトル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類。

○交付の対象となる団体　自治会、子ども会、老人会、

　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体等。

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏あたり４円です。

○奨励金の交付を受けるには　事前に団体登録が必要で

　すので、詳しくは市役所生活環境課までお問い合わせ

　ください。

○団体登録受付　随時受け付けています。

　家庭から発生する古紙等を集団で資源回収する団体に

対して、その回収量に応じて奨励金を交付させていただ

く制度がありますので、ぜひご利用ください。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイ

クル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが

自主的に回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。 

　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

　家庭で不用になった粗大ごみの収集を 11 月から 12

月にかけて実施します。

　詳細は、広報いわで 10 月号に掲載しますのでご覧く

ださい。

第 2 回粗大ごみ収集のお知らせ

　清掃活動の様子
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生
ご
み
等
の
野
焼
き

　
　
　

は
や
め
て
！

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き(

ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む)

は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
風
俗
・
習
慣
上
や
宗

教
上
の
行
事
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽

微
な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で

あ
っ
て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で

は
、
風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る

な
ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

﹁
空
き
地
等
雑
草
除
去

   

に
つ
い
て
﹂ 

の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の
所
有

(

管
理)

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
雑

草
除
去
を
行
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　

ご
み
の
な
い
街
・
き
れ
い
な
街

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

9月
の不燃物と資源ご

みの回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
4日・18日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
11日・25日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市

内
の
ご
み
に
限
り
ま
す
。

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
、
事

業
系
の
廃
棄
物
か
一
般
家
庭
か
ら
の

廃
棄
物
か
の
判
別
が
む
ず
か
し
い
場

合
は
、
住
宅
地
図
に
よ
る
排
出
先
の

確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶
等
は
、
ご
み
収
集
車
の
火
災

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
使
い
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
に
な
る
場
合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ

ル
を
大
阪
方
面
に
進
行
し
、
出
口
の

信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

　

な
お
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ

い
て
、
不
審
な
場
合
、
ご
み
の
出
処
・

内
容
等
に
つ
い
て
後
日
確
認
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、確
認
の
結
果
、

悪
質
な
場
合
は
警
察
に
通
報
致
し
ま

す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責

任
で
廃
棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依

頼
す
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

（
有
料
処
理
）（
廃
掃
法
お
よ
び
市
条
例
）

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
廃
棄
物
を
搬
入
処
理
す
る
場

合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録

申
請
の
受
付
は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通

行
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
は
︼

・
月
～
金　

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

 　
　
　
（
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

○
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合

　
「
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の

記
入
と
あ
わ
せ
て
、「
免
許
証
等
の

住
所
確
認
が
で
き
る
証
明
書
」
に
よ

り
住
所
の
確
認
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
中
の
「
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
ざ
っ
て
お
り
、

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
は

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、布
団
、

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
０
８
１
４

枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な

い
も
の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
持
込
い
た
だ
く
か
、
年
２
回
の

粗
大
ご
み
の
回
収
時
期
に
可
燃
性
粗

大
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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合
併
処
理
浄
化
槽
５
，
８
０
０
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
５
，
８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と

５
０
０
円
の
値
引
き
制
度
が
あ
り
ま

す
。

○
検
査
申
込
み

　

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
７
３
‐
４
３
２
‐
６
４
３
３

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低

下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
清
掃
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
毎

年
１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
許
可
業
者
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム(

浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か

り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚

染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　

　

定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定
検

査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
値
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点

検
は
、
和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
専
門
の
登
録
業
者
に
委
託
し
ま

し
ょ
う
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

（
新
た
に
設
置
、
又
は
、
構
造
及
び

規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
使
用
開
始
後
３
个
月
経
過
し
た

日
か
ら
５
个
月
の
間
に
１
回
）
水
質

に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
手
数
料
の
料
金
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

11
条
検
査
手
数
料
（
５
～
10
人
槽
）

お
宅
の
浄
化
槽
は

　
　

大
丈
夫
で
す
か
？

地
球
温
暖
化
対
策
学
習
会
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
せ
ん
か

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
64
回
目

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
集
会
所
や

公
民
館
な
ど
身
近
な
場
所
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

担
当
職
員
や
和
歌
山
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

区
・
自
治
会
や
各
種
団
体
に
限
ら

ず
、
10
人
程
度
集
ま
れ
ば
、
い
つ
で

も
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
度
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

浄化槽
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線191・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

～
い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
～

特
定
健
診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
！

国
民
健
康
保
険
の
方
の
特
定
健
診

（
個
別
健
診
：
岩
出
市
内
の
指
定

医
療
機
関
）
の
受
診
期
間
は
、

　
受
診
日
時
は
、
必
ず
事
前
に
受
診
す
る

医
療
機
関
と
電
話
等
で
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。　

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
つ
い

て
　

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
対

象
者
の
方
に
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券

（
黄
色
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

券
を
失
く
さ
れ
た
場
合
、
再
発
行
い
た

し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。　

○
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
︙

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
特
定
保
健
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
定
保
健
指
導

で
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の

食
事
や
運
動
な
ど
の
行
動
計
画
を
作
成

し
、
3
～
6
か
月
の
継
続
的
支
援
を
行

い
ま
す
。
自
分
だ
け
で
生
活
習
慣
を
改

善
し
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

　

7
つ
の
資
格
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば
1
割
負
担
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

①
あ
な
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
で
な
い
こ
と
。

②
あ
な
た
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

③
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員
が
、

市
町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

④
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員
の
前

年
１
年
間
の
収
入
の
合
計
金
額
が
、
次
の

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

保
健
指
導
を
受
け
る
と
、
保
健
師
等
か

ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
健
指
導
の
対
象
者
に
な
っ
た

方
に
は
案
内
通
知
を
随
時
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

保
険
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・特定健診は年 1 回です。（2 回目以降は自己負担になります。）

・受診の際は、受診券と岩出市国民健康保険被保険者証を窓
   口に提示してください。

健診種別 お問い合わせ先

40 歳から 74 歳の方の特定健診
加入している各医療保険者

（市国保の方は保険年金課  ℡ 62-2141  内線 176）

75歳以上の方の健康診査 和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡073-428-6688

20・30歳代健診と各種がん検診 市役所保健推進課　℡61-2400

受診に関しての
      ご注意

老
人
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

（
67
歳
～
69
歳
の
方
へ
）

○
対
象
者　

岩
出
市
に
住
所
が
あ
り
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
満
67
歳
の
誕
生
日

か
ら
満
70
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
末

日
ま
で
の
方
で
、
次
の
７
つ
の
資
格
要
件

を
満
た
す
方
。

世帯人員 収入の合計金額

1 人（単身）世帯 100 万円
2 人世帯 140 万円
3 人世帯 180 万円

※
収
入
に
は
、
市
町
村
民
税
の
か
か
ら
な

い
「
遺
族
年
金
」・「
障
害
年
金
」・「
恩
給
」

※以下、1 人増えるごとに 40 万円を

そ
の
他
保
険
給
付
金
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
収

入
が
含
ま
れ
ま
す
。

⑤
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員
の
金
融

資
産
が
、
次
の
両
方
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。

・
あ
な
た
自
身
の
金
融
資
産
の
合
計
額
が
、

　

３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
。

・ 

世
帯
全
員
の
金
融
資
産
の
合
計
額
が
、

　

３
５
０
万
円
×
世
帯
員
数
以
下
で
あ
る
。

※
金
融
資
産
と
は
、
預
貯
金
、
国
債
、
株
式

等
を
い
い
ま
す
。

⑥
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員
が
、
い

ま
住
ん
で
い
る
土
地
・
家
屋
を
除
き
、
地
金

な
ど
の
動
産
や
不
動
産
（
田
畑
、
山
林
等
た

だ
ち
に
処
分
が
難
し
い
も
の
を
除
く
。）
な

ど
活
用
で
き
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と｡

⑦
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
世
帯
以
外
の
方
か

ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
他
の
世
帯
の
方
の
所
得
税
ま
た
は
市
町
村  

   

民
税
の
扶
養
控
除
に
お
い
て
扶
養
親
族
に   

  

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

・
他
の
世
帯
の
方
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
い  

   

る
医
療
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
い
こ
と
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

・
健
康
保
険
証　

・
世
帯
の
収
入
金
額
が
確

認
で
き
る
も
の
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
等

証
書
、
所
得
証
明
書
等
）　

・
金
融
資
産
の

状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
（
預
金
通
帳
等
）

・
印
鑑

　

11
月
30
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

○
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
係
（
内
線
１
８
３
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ 加算
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
、
薬
代
の
負
担
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ
て
？

　

お
医
者
さ
ん
に
処
方
し
て
も
ら
う

医
薬
品
に
は
「
新
薬
（
先
発
医
薬

品
）」
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

２
つ
は
、
効
き
目
や
成
分
は
同
じ
で

す
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新

薬
に
比
べ
一
般
的
に
価
格
が
安
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
な
ぜ
価
格
が
安
い
の
？

　

新
薬
は
多
額
の
開
発
費
を
か
け
て

製
造
さ
れ
ま
す
が
、
特
許
期
間
が
過

ぎ
る
と
、
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
が
同
じ

成
分
の
薬
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。
多
額
の
開

発
費
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

新
薬
よ
り
も
安
く
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し

て
も
ら
う
に
は
︙

　

医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
直
接
伝
え
に
く
い
場
合
は
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
保
険
医
療
機
関
等
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
が
必
要
な
方
は
、
保
険
年

金
課
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
に
置
い
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
し

た
と
し
て
も
、
処
方
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
調
剤
薬
局
に
在
庫
が

な
か
っ
た
り
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て

適
さ
な
い
な
ど
理
由
は
様
々
で
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な

い
分
野
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

○
保
険
財
政
に
も
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品

　

皆
さ
ん
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
用
す
る
と
、
皆
さ
ん
の
薬
代
だ

け
で
な
く
、
医
療
保
険
者
が
負
担
す

る
医
療
費
も
安
く
な
り
増
加
す
る
医

療
費
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課

　

国
保
・
年
金
係
（
内
線
１
７
６
）

　

保
健
医
療
係　

  （
内
線
１
８
３
）

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

の
医
師
又
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー
（
通
話
無
料
）

　

℡
０
１
２
０
‐
53
‐
０
０
０
６　

○
発
行
元　

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合　
　
　

　

℡
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負
担
額

が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
方
を
対
象
に

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
負
担
の
軽
減
や
医
療

保
険
財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国保税の納め忘れはありませんか
　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの健
康を守るための相互扶助の制度です。
　国保税は、この制度を健全に運営するためのもので、み
なさんに公平に負担をお願いしています。
　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら
ず、納付されない場合は、次のような措置をとらせていた
だきます。
１保険証に替えて「資格証明書」を交付します

「資格証明書」の交付を受けると、

①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税さ
れます。

　納付が困難な場合は、国保・年金係まで納税相談にお
越しください。（災害等により納付困難なときは、税・
延滞金の減免、一部負担金の免除に該当する場合があり
ます。）
○問い合わせ先　
　国保・年金係（内線１７６・１８７）

２預貯金や給与等を差し押さえます
　差し押さえられた預貯金等はお返しすることができま
せん。

②医療費の全額を自費で支払い、後日国保係へ申請を
すれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。ただし、
払い戻し額の全額または一部を差し止めることがあり
ます。

　国保・年金係（内線１７６・１８７）

9 月の夜間納税相談日

12 日（木）・26 日（木） 午後 8 時まで

（後期高齢者医療保険料の
                    相談もできます）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
じ
で
す
か
？  

保
険
年
金
課
で
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
効
果
が

期
待
で
き
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▲ジェネリック医療品希望カード
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

子宮頸がん予防ワクチンの接種を受ける皆さまへ
　現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種を積極的にはお勧めしていません。接種に当たっては、有効性とリスクを理解
した上で受けてください。

子
宮
頸
が
ん
は
こ
ん
な
病
気

子
宮
頸
が
ん
は
、
乳
が
ん
に
次
い

で
、
若
い
女
性
に
２
番
目
に
多
い
が

ん
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
女
性
の
子
宮
の

入
り
口
部
分
（
子
宮
頚
部
）
に
で
き

る
「
が
ん
」
で
す
。

　

女
性
の
１
０
０
人
に
１
人
が
生
涯

の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
子
宮
頸
が

ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
９
，
０
０
０
人
近
く
の
人
が
子

宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、
２
，
７
０
０

人
も
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
起
こ
る
が
ん

で
す
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
に
は
、
１
０
０
種
類
以
上
の

タ
イ
プ
（
型
）
が
あ
り
、そ
の
う
ち
、

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
に
関
わ
る
タ
イ

プ
は
「
高
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」
と
よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
主
に
性
行
為
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
感
染
し
て
も

多
く
は
自
然
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
約
半
分
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
接
種
す
る
こ

と
で
免
疫
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
効
果

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
接
種
を
推

奨
し
、
多
く
の
先
進
国
で
は
公
的
接

種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

子
宮
頸
が
ん
全
体
の
50
～
70
％
の
原

因
と
さ
れ
る
２
種
類
（
16
型
・
18
型
）

の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
に
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

16
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
18
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染

や
が
ん
に
な
る
過
程
の
異
常
（
異
形

成
）
を
90
％
以
上
予
防
で
き
た
と
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
引
き
続
い
て

起
こ
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
は
数
年
～
数
十
年
に

わ
た
っ
て
、
持
続
的
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感

染
し
た
後
に
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
新

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
法
律
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
受
け
る
か
ど
う
か
は
、

接
種
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
、
ご

判
断
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク

比
較
的
軽
度
の
副
反
応
は
、
一
定
の

頻
度
で
起
こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
見
ら
れ
る
主

な
副
反
応
と
し
て
は
、
発
熱
や
接
種

し
た
部
位
の
痛
み
・
腫
れ
、
注
射
の

痛
み
・
恐
怖
・
興
奮
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
た
失
神
が
あ
り
ま
す
。

ま
れ
に
重
い
副
反
応
も
あ
り
ま
す

　

副
反
応
に
つ
い
て
は
、
接
種
と
の

因
果
関
係
を
問
わ
ず
、
報
告
を
集

め
、
定
期
的
に
専
門
家
が
分
析
・
評

価
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
因
果
関
係

は
不
明
な
が
ら
、
持
続
的
な
痛
み
を

訴
え
る
重
い
副
反
応
が
報
告
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
発
生
頻
度
等
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
が
調
査
中
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
の
あ
っ
た

そ
の
他
の
重
い
副
反
応
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

し
い
ワ
ク
チ
ン
の
た
め
、
子
宮
頸
が

ん
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
効
果
は
ま

だ
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

発生頻度 ワクチン：サーバリックス ワクチン：ガーダシル

50％以上
注射部の痛み・発赤・腫れ・

疲労感
注射部の痛み

10 ～ 50％未満
痒み・腹痛・筋痛・関節痛・

頭痛など
注射部の腫れ・紅班

1 ～ 10％未満
じんま疹・めまい・発熱

など

注 射 部 の 痒 み・ 出 血・

不快感・頭痛・発熱

1％未満
注射部の知覚異常・しびれ感・

全身の脱力

注射部の硬結・手足の

痛み・腹痛など

頻度不明
手足の痛み・失神・リンパ節

の炎症など

疲 労 感・ 失 神・ 嘔 吐・

倦怠感・筋痛など

病気の名前 主な症状 報告頻度＊

アナフィラキシー
呼吸困難、じんま疹などを症状とする重いア

レルギー
約 96 万接種に 1 回

ギラン・バレー

症候群

両手・足の力の入りにくさなどを症状とする

末梢神経の病気
約 430 万接種に 1 回

急性散在性脳脊髄

炎（ADEM）

頭痛、嘔吐、意識の低下などを症状とする脳

などの神経の病気
約 430 万接種に 1 回

※これらの報告には、ワクチン接種と関係がないと思われる報告も含まれま

す。

＊上記は平成 25 年 3 月末時点で専門家による評価を経た数値です。
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保健事業予定表 平成25年9月分 平成25年10月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 24日（火）  平成25年 5月生まれ 28日（月）   平成25年 6月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

25日（水） 29日（火）

７か月児 17日（火）  平成25年 2月生まれ 15日（火）   平成25年 3月生まれ 13：00～13：1518日（水） 16日（水）

１歳8か月児   10日（火）  平成24年 1月生まれ   8日（火）   平成24年 2月生まれ 13：00～13：15  11日（水）   9日（水）

３歳６か月児   13日（金）  平成22年 2月生まれ 11日（金）   平成22年 3月生まれ 13：00～13：30  20日（金） 18日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児   10日（火）  平成24年 10月生まれ   8日（火）  平成24年 11月生まれ 9：00～9：30  11日（水）   9日（水）

２歳６か月児   13日（金）  平成23年 2月生まれ 11日（金）  平成23年 3月生まれ 9：00～9：30  20日（金） 18日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

25日（水）

ママの体操
赤ちゃん体操（産婦・生後1
ゕ月～4ゕ月までの赤ちゃ
んが対象です。）

23日（水）
歯の健康について
妊婦中の食事について

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食  9日（月） 離乳食について   21日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

9:30～11:00

成
人
検
診

がんセット検診

（胃・肺・大腸・乳）

27日（金）

30日（月）
事前に申し込まれた方

1日（火）・2日（水）・3日（木）・
4日（金）・19（土）・20（日）・
21（月）・22（火）・30日（水）・
31日（木）

事前に申し込まれた方 8：30～10：00

　  献　血
  13日（金） 県立那賀高等学校 12日（土） オークワミレニアティ

岩出店

  14日（土）オークワミレニアシティ
岩出店 25日（金） 松源岩出中黒店

10：00～12：00                       
13：00～16：30

日程・場所はテレビからで
も確認できます。

○確認方法
テレビ和歌山→dボタンを押す→「けんけつ＋ちゃんねる」

保 健 事 業 予 定 表（ 平 成 25 年 9 月・10 月 ）

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
注
意

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
体
調
の
変
化
が

あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
針
を
刺
し
た
直
後
か
ら
、
強

い
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
が
生
じ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、

注
射
に
よ
る
痛
み
な
ど
を
き
っ
か
け

と
し
て
失
神
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
接
種
後
30
分
程
度
は
、
イ
ス

に
座
る
な
ど
し
て
様
子
を
見
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
当
日
は
、
激
し
い
運
動

や
入
浴
は
避
け
、
接
種
し
た
部
位
を

清
潔
に
保
ち
、
体
調
管
理
を
し
っ
か

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

副
反
応
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
治

療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
保

健
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

副
反
応
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関
で

の
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
生
活

に
支
障
が
で
る
よ
う
な
障
害
が
残
る

な
ど
の
健
康
被
害
が
生
じ
る
場
合
に

は
、
法
律
に
基
づ
く
救
済
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
救
済
を
受
け
る
に
は
、
健
康
被
害

が
予
防
接
種
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
も
の
か
、
別
の
要
因
に
よ
る
も

の
か
を
、
専
門
家
か
ら
な
る
国
の
審

議
会
で
審
議
し
、
認
定
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
市
外
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
の
予
防
接
種
担
当
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
も
20
歳

に
な
っ
た
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

は
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
全

て
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
予
防
効
果
が
あ
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
た
方
も
、
20
歳
に
な
っ

た
ら
必
ず
２
年
に
１
度
の
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
定

期
的
に
検
診
を
受
け
れ
ば
、
が
ん

に
な
る
過
程
の
異
常
（
異
形
成
）

や
ご
く
早
期
の
が
ん
の
段
階
で
発

見
で
き
る
こ
と
が
多
く
、
経
過
観

察
や
負
担
の
少
な
い
治
療
で
済
む

こ
と
も
多
い
の
で
す
。

詳
し
く
は

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

b
u

n
ya/ken

kou
/kekkaku

-

kansenshou28/

・一般献血（16～ 69歳）
・65歳以上の方は 、 60
～64歳のときに１回で
も経験のある方
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保健推進課からのお知らせ

休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間休日応急診療センター　℡ 073-425-8181　住所：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

夜
間
診
療

診療科目 診療時間

★毎日診療

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科 平日 午後８時～翌午前０時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

小児科 平日 午後８時～翌午前６時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

耳鼻咽喉科
平日 午後８時～翌午前０時

土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前０時
※年末年始のみ午前６時まで

休
日

診
療

診療科目 診療時間 ★日・祝

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科・小児科 午前 10 時～正午・午後１時～午後５時

耳鼻咽喉科 午後１時～午後５時

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診
療

診療科目 診療時間 ★日・祝

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科・外科・小児科 午前 9 時～正午・午後１時～午後 4 時 30 分

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　住所：紀の川市東大井 350

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
　
　
　
　

   

9
月

1 日 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原 248-8 64-8111

8 日 森　歯科医院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

15 日 安村歯科医院 紀の川市名手市場 161-2 75-2202

16 月 青木歯科医院 岩出市吉田 257-1 61-0889

22 日 田原歯科 紀の川市貴志川町前田 86-7 64-1080

23 月 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山 277-176 64-7234

29 日 森　歯科医院 紀の川市粉河 11-1 73-2220

　

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
節

目
の
方
に
来
年
１
月
末
ま
で
の
間
で

受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　　

歯
周
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
の

た
め
、
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

の
方
を
対
象
に
、
歯
周
疾
患
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

歯
と
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
と

も
に
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方

法
を
身
に
つ
け
る
機
会
と
し
て
、
受

診
し
て
下
さ
い
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
４
月
末
に
受

診
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

（
受
診
は
が
き
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
保
健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

今
年
度
中
に
次
の
年
齢
に
な
る
方

40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
１
日
～
昭
和     

          

49
年
３
月
31
日
生
）

50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
１
日
～
昭
和 

          

39
年
３
月
31
日
生
）

60
歳(

昭
和
28
年
４
月
１
日
～
昭
和  

          

29
年
３
月
31
日
生)

70
歳(

昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和

　
　
　

19
年
３
月
31
日
生)

　

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
た
か
？　

○
実
施
期
間　

　

平
成
25
年
５
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
31
日

○
実
施
医
療
機
関

　

和
歌
山
県
内
の
実
施
歯
科
診
療
所

（
受
診
前
に
歯
科
診
療
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

○
内
容

　

問
診
、
口
腔
内
診
査

○
費
用

　

自
己
負
担
な
し

   （
た
だ
し
検
診
の
み
）

歯周病の原因（歯垢がたまることで歯肉に炎症を起こします。）

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
た
か
？
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282・287 青少年健全育成

和歌山県海南市在住。
2001 年まで、海南市で糸幸呉服店・親子の
コミュニケーションペース「こどもふくの
TINKLE（ティンクル）」を経営。
著書に「ガンが病気じゃなくなったとき」（青
海社より出版）があり、肺ガンのご主人の最
期を幼い 3 人の子どもたちと共にご自宅で
看取られた貴重な体験談が綴られている。

「いのち・生と死・心・子ども・親子・高齢者・
災害・認知症・自殺・人権」について全国で
講演活動中。
◆ブログ　大きないのちのめぐりの中で
　岩崎順子で検索してください。
　http://poku0216.blog.fc2.com/

第
8
回
岩
出
市

　
　
　

   

青
少
年
育
成
市
民
大
会

講師プロフィール

設
立
25
周
年
記
念

●

岩
いわさき

崎   順
じゅんこ

子　氏
公益財団　和歌山県人権啓発センター登録講師

　

青
少
年
が
、
夢
と
希
望
を
持
ち
、「
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
、
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

は
、
市
民
全
て
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
青
少
年
へ

の
理
解
を
深
め
、
健
全
育
成
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

昨年の優秀作品

※各地区育成会の活動状況の紹介・小中学生の
　ポスター展示コーナーを設置しています。

【日　時】　9 月 7 日（土）午後 1 時から

【場　所】　岩出市立市民総合体育館　小ホール

【内　容】  
○岩出第二中学校　吹奏楽部演奏発表
○表彰状授与
○表彰状授与「家族の絆」小・中学生ポスター
　優秀作品
○中学生による「少年の主張」作文発表
○講演
    「あたりまえの中にあった大切 なもの
　　～ わかちあう心　繋がるいのち～」
　講師　公益財団　和歌山県人権啓発センター
　　　　　　　　　登録講師
　　　　　　　　　岩崎　順子　氏

【入場料】　無料　

【主　催】　岩出市青少年育成市民会議

手 話 通 訳 します
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岩出市役所…………………62-2141（代）
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

暮らしの

情  報

     

子 

育 

て

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

実施日 対         象 あそび 場所・時間 定員

10 月 7 日（月）

10 月 25 日（金）

２歳児

（平成 22 年 4 月 2 日生～）

リトミック

救命講習と実技

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時～ 11 時 30 分
各 20 組

10 月 4 日（金）

10 月 15 日（火）

１歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～）
小麦粉粘土

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
各 10 組

10 月 22 日（火）

10 月 29 日（火）

0 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～）
小麦粉粘土

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
各 10 組

＊
ど
ち
ら
か
良
い
日
を
選
ん
で
下
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

9
月
25
日 （
水
）
～
9
月
30
日 （
月
）

○
受
付
時
間　

午
前
9
時
～

　

電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
定
員

に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

保 

育 

所 

見 

学 

会  

　

保
育
所
で
ど
ん
な
事
し
て
る
の
か

な
？　

　

お
部
屋
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
？
︙
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

　

給
食
室
・
絵
本
の
部
屋
・
広
い
遊

戯
室
・
運
動
場
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
や

す
べ
り
台
な
ど
色
々
な
遊
具
も
あ
り

楽
し
そ
う
で
す
よ
！

　

こ
の
機
会
に
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
！
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

○
場
所　

各
公
立
保
育
所　
　
　

○
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
対
象　

就
園
児
前
の
親
子　

○
実
施
日

✿
岩
出
保
育
所　

10
月
16
日
（
水
）

✿
山
崎
保
育
所　

10
月
18
日
（
金
）

✿
根
来
保
育
所　

10
月
23
日
（
水
）

✿
上
岩
出
保
育
所  

10
月
24
日
（
木
）

※
希
望
の
方
は
9
月
25
日
（
水
）
～

9
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
で
お

申
込
み
下
さ
い
。　
　

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

   
生
涯
学
習

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時　

9
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時　

9
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時　

9
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　
　
　
　
　

歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

○
健
康
講
座　
﹁
太
極
拳
﹂

○
講
師　

い
わ
で
太
極
拳
同
好
会

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時　

9
月
6
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時　

9
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

　

平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

　

社
会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　

カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
科
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面

談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決

め
て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
で
す
。）

　
　

  

子   

育   

て   

相   

談 
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成  

人  

講  

座 
○
教
養
講
座　
「
仏
教
と
は
、
こ
の

時
代
を
ど
う
生
き
て
い
る
の
か
？
」

○
講
師　

牧ま
き　

宥ゆ
う
け
い恵　

師

○
日
時　

９
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

洋
画
サ
ー
ク
ル
ｉ｣

と
「
墨
友
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
期
間

　
﹁
洋
画
サ
ー
ク
ル
ⅰ
﹂

　

９
月
２
日（
月
）～
９
月
９
日（
月
）

　
﹁
墨
友
会
﹂

　

9
月
27
日（
金
）～
10
月
6
日（
日
）

○
展
示
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
の

展
示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

（
墨
友
会
は
、
２
階
大
会
議
室
で
も

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日　

９
月
の
休
館
日
は
、
毎

　

週
火
曜
日
と
18
日
、
25
日
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局

   （
生
涯
学
習
課
内
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
５
）      

相　

談

    

行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

9
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

根
来
地
区
公
民
館

　
　
　
　

第
一
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

消 

費 

生 

活 

相 

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
岩
出
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

9
月
10
日
（
火
）・
24
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
4
時　

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

【
紀
の
川
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

9
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
４
時　

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階

　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

　
　
　

教   

育   

相   

談

・
山
崎
北
小
学
校
・
上
岩
出
小
学
校

・
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
﹁
フ
レ
ン
ド
」

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

9
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

 

総
合
体
育
館

　

 

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

   
ス
ポ
ー
ツ

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

・
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

の
ど
ち
ら
か
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　
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第
46
回
全
日
本
社
会
人　

・
名
称　

根
来
公
園
墓
地

・
所
在
地　

　

岩
出
市
根
来
２
２
２
２
番
地
の
１

・
規
模　

面
積
２
３
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

・
施
設　

墓
地
、
管
理
事
務
所
、
あ

ず
ま
や
棟
、
ト
イ
レ
棟
、
駐
車
場
、

公
園
、
園
路
、
洪
水
調
整
池
等

○
指
定
期
間　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

 　

平
成
29
年
３
月
31
日

○
申
請
す
る
こ
と
の
で
き
る
団
体
の

　

資
格
及
び
条
件

　

市
内
に
活
動
の
本
拠
を
置
く
非
営

　

利
団
体　

○
業
務
の
範
囲
及
び
内
容

　

仕
様
書
に
よ
る

○
申
請
受
付
期
間

　

10
月
１
日
～
10
月
７
日

○
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
２
３
）

　

潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
生
活
環
境

を
確
保
し
、
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実

感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
公
園
な
ど
の
整
備
と
と
も
に
、

住
民
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
都
市
緑

化
月
間
」
と
し
、
都
市
の
緑
化
に
つ

い
て
、
広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
表
彰

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で

推
薦
を
募
集
し
ま
す
。

○
表
彰
の
対
象

　

岩
出
市
内
に
お
い
て
、
居
住
又
は

活
動
し
て
お
り
、
左
記
に
該
当
す
る

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り（
以
下「
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
。）
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
個

人
又
は
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

１ 

公
園
緑
地
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

公
園
緑
地
に
お
け
る
清
掃
、
樹

　

木
等
の
保
護
・
育
成
、
利
用
者
指

　

導
等
、
公
園
緑
地
の
保
全
、
美
化

　

等
の
活
動

２ 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

住
宅
地
等
に
お
け
る
地
域
の
樹

　

木
等
の
保
護
・
育
成
、
草
花
の
植

　

栽
等
、
地
域
の
緑
の
保
全
、
美
化

　

等
の
活
動

３ 

道
路
の
ま
ち
づ
く
り

　

岩
出
市
で
は
根
来
公
園
墓
地
の
管

理
業
務
を
行
う
指
定
管
理
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
公
の
施
設
の
名
称
及
び
概
要

根
来
公
園
墓
地

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

﹁
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く  

  

り
﹂
表
彰
功
労
者

                    

推
薦
募
集

さ
ぎ
の
せ
公
園

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

岩
出
市
で
は
、
さ
ぎ
の
せ
公
園
の

管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

○
公
の
施
設
の
名
称
及
び
概
要

・
名
称　

さ
ぎ
の
せ
公
園

・
所
在　

岩
出
市
中
島
地
内

・
規
模　

面
積
３
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

・
施
設　

公
園
、
遊
具
、
あ
ず
ま
や
棟
、

ト
イ
レ
棟
、
管
理
事
務
所
、
駐
車
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
等

○
指
定
期
間

　

平
成
26
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　

 

平
成
29
年
3
月
31
日

○
申
請
す
る
こ
と
の
で
き
る
団
体
の

　

資
格
及
び
条
件

　

県
内
に
活
動
の
本
拠
を
置
く
団
体

○
業
務
の
範
囲
及
び
内
容

　

仕
様
書
に
よ
る

○
申
請
の
受
付
期
間

　

10
月
15
日
～
10
月
21
日

○
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１(

内
線
２
２
２)

     
募　

集

認
知
症
の
人
と
家
族
の

相
談
交
流
会（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

岩
出
市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
介

護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
等
の
介
護
負

担
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
に
、
認
知
症
の
方
と
家
族
の
相
談

交
流
会
（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

9
月
25
日
（
水
）　

    　
　

    

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

○
会
場　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
３
階
会
議
室
Ｂ

○
テ
ー
マ

　
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
家
族
（
事
情
に
よ
り
高
齢

者
本
人
の
同
伴
も
可
能
で
す
の
で
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

　
　

道
路
又
は
道
路
沿
い
に
お
け
る

　

樹
木
、
植
栽
等
の
管
理
、
清
掃
、

　

美
化
等
の
活
動

４ 

河
川
等
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

河
川
、
砂
防
、
急
傾
斜
地
に
お

　

け
る
樹
木
の
管
理
、
草
花
の
植
栽
、

　

清
掃
、
美
化
等
の
活
動

○
対
象
者
の
推
薦
方
法

１ 

推
薦
は
区
長
、
自
治
会
長
又
は

　

市
内
の
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者

　

が
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

２ 

推
薦
の
締
切
り
は
、
９
月
30
日

○
受
賞
者
の
選
定
と
表
彰
の
方
法

１ 

推
薦
を
受
け
た
も
の
の
中
か
ら

　

市
長
が
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

２ 

表
彰
は
、
市
長
の
表
彰
状
又
は

　

感
謝
状
の
授
与
を
も
っ
て
行
い
ま

　

す
。

○
申
請
用
紙

　

申
請
用
紙
等
は
事
業
部
都
市
計
画

　

課
に
て
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰
の
時
期

　

平
成
25
年
10
月
中
、
岩
出
市
役
所

　

に
て
実
施
予
定
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課 
都
市
計
画
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（ 
内
線
２
２
３
）
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暮らしの情報
紀
の
川
高
等
学
校
（
通
信
制
課
程
）

　
　
　

  

後
期
入
学
生
徒
募
集

○
出
願
資
格

①
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

　

校
を
卒
業
し
た
が
、
高
校
に
入
学

　

し
て
い
な
い
者

②
高
校
を
中
途
退
学
し
た
者

※
た
だ
し
、
和
歌
山
県
内
に
住
所
を

有
す
る
者
も
し
く
は
勤
務
地
が
和
歌

山
県
内
に
あ
る
者
と
す
る
。

○
受
付
期
間

　

9
月
3
日（
火
）～
9
月
13
日（
金
）

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

○
出
願
書
類

①
の
場
合　

入
学
願
（
本
校
所
定
）・

調
査
書
（
中
学
校
発
行
・
平
成
20
年

3
月
以
前
卒
業
者
に
つ
い
て
は
卒
業

証
明
書
）・
健
康
診
断
書
（
合
格
後
）

②
の
場
合　

編
入
学
願（
本
校
所
定
）・

成
績
・
単
位
修
得
証
明
書
・
健
康
診

断
書
（
合
格
後
）

○
選
抜
方
法　

書
類
・
面
接
・
作
文
等
に
よ
っ
て
総

合
的
に
判
断
す
る
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
立
紀
の
川
高
等
学
校

　

℡
０
７
３
６
‐
22
‐
０
６
１
９

   

大
会
結
果

性 種別 種目 順位 氏名 学年 記録 備考

男

子

小学 3 年 100 ｍ 3 位 古谷　拓誠 3 年 16 秒 51

小学 4 年 100 ｍ 6 位 山口　将嗣 4 年 15 秒 92

小学 5 年 100 ｍ
2 位 島本せしる 5 年 14 秒 81

3 位 内藤　颯人 5 年 15 秒 09

小学 6 年 100 ｍ 3 位 島田竜之介 6 年 14 秒 32 全国大会出場

小学 4 年以下 800 ｍ

5 位 松本　昂也 4 年 2 分 57 秒 43

7 位 久保　敦也 4 年 2 分 58 秒 61

8 位 花井　真秀 4 年 2 分 58 秒 64

小学 5 年 800 ｍ 3 位 滝井　透也 5 年 2 分 43 秒 04

小学 4 年以下 走幅跳
6 位 野上　翔 3 年 2 ｍ 69 ｃｍ

7 位 堀内　洸希 4 年 2 ｍ 65 ｃｍ

小学 5 年、6 年 走幅跳 6 位 藤本　天翔 6 年 3 ｍ 63 ｃｍ

女

子

小学 5 年 100 ｍ 5 位 橋本　七海 5 年 15 秒 38

小学 4 年以下 800 ｍ 6 位 澤　青葉 4 年 3 分 02 秒 75

小学 5 年 800 ｍ
3 位 辻　聖菜 5 年 2 分 48 秒 94

7 位 城　まなみ 5 年 2 分 53 秒 62

小学 6 年 800 ｍ 3 位 池本さくら子 6 年 2 分 48 秒 81

小学 4 年以下 走幅跳 2 位 井田　瑞紀 4 年 3 ｍ 16 ｃｍ

小学 5 年、6 年 走幅跳 2 位 恩田　怜奈 5 年 3 ｍ 87 ｃｍ

後
援　

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
和

　

歌
山
県
体
育
協
会
、
財
団
法
人
安

　

藤
ス
ポ
ー
ツ
・
食
文
化
振
興
財
団

協
賛　

日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

　

ス
株
式
会
社

　

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

は
、
8
月
23
日
～
24
日
に
神
奈
川
・

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
。（
参
加
児
童
の
旅
費
に
つ
い
て

は
、
日
清
食
品
が
負
担
し
ま
す
。）　

和
歌
山
県
小
学
生

           

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

兼
第
29
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
和
歌
山
県
予
選

第
46
回
全
日
本
社
会
人　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
選
手
権
大
会

○
日
時　

　

6
月
15
日(

土)

～
16
日
（
日
）

○
場
所　

佐
世
保
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　

ド
陸
上
競
技
場

第
４
位　

大
嶋　

恵　

※
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属

第
31
回
和
歌
山
県
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

兼
第
14
回
全
国
小
学
生
Ａ

Ｂ
Ｃ
大
会
県
予
選

○
日
時　

6
月
９
日(

日)

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
Ａ
グ
ル
ー
プ

（
５
・
６
年
の
部
）

３
位　

下
村
佳
生

▽
女
子
Ａ
グ
ル
ー
プ

（
５
・
６
年
の
部
）

第
33
回
全
日
本
バ
レ
ー　

　

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

　
　

和
歌
山
県
決
勝
大
会

○
日
時　

　

6
月
８
日(

土)

・
9
日
（
日
）

○
場
所　

県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
の
部

２
位　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス   

　
　
　

 

ポ
ー
ツ
少
年
団

「いわでアスリートクラブ」競技結果（8 位入賞者）

１
位　

杉
山
明
日
香

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
所
属

○
日
時　

6
月
30
日
（
日
）

○
場
所　

紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場

主
催　

一
般
財
団
法
人
和
歌
山
陸
上

　

競
技
協
会

○
日
時　

6
月
12
日(

水)

○
場
所　

　

和
歌
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
結
果

１
位　

岩
出
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
1
回
和
歌
山
県
4
市
町

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
ゴ
ル
フ
大
会



2013・9　広報いわで　　22

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課 

市
民
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
６
０
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
安
全
運
転

管
理
者
」
を
選
任
し
て
い
ま
す
か
！

安
全
運
転
管
理
者
は
、
運
転
に
対
す

る
注
意
喚
起
や
車
両
の
管
理
な
ど
必

要
な
指
示
や
措
置
を
講
じ
、
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
役
割
と
し
て

い
ま
す
。

※
自
動
車
の
使
用
者
は
、
使
用
し
て

い
る
自
動
車
の
台
数
に
応
じ
て
安
全

運
転
管
理
者
を
選
任
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

■
一
般
事
業
所
・
・
・
自
動
車
の
使

用
の
本
拠
ご
と
に
選
任
が
必
要
で

す
。

○
乗
車
定
員
11
人
以
上
の
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
台
以
上

○
そ
の
他
の
自
動
車　
　

５
台
以
上

○
自
動
二
輪
車　

１
台
を
０
．
５
台

と
し
て
計
算
（
原
付
は
含
ま
な
い
。）

○
自
動
車
20
台
ご
と
に
副
安
全
運
転

管
理
者
を
選
任
。

・
安
全
運
転
管
理
者
、
副
安
全
運
転

管
理
者
は
一
定
の
要
件
を
備
え
た
方

の
中
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

・
選
任
義
務
違
反
は
、
５
万
円
以
下

の
罰
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
運
転
代
行
業
者
・
・
・
別
に
選
任

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
届
出
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
交

通
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
警
察
署 

交
通
課　

　

℡
63
‐
０
１
１
０
（
内
線
４
１
５
）

■国民健康保険税第 4 期

期日に遅れないようにお納め
ください。
便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

■後期高齢者医療保険料
　第 3 期

9 月 30 日（月）です。

■第 1 号被保険者
　（65 歳以上）
　介護保険料 第 4 期 普通徴収

納期限のお知らせ   

   

お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
﹁
本
人
通
知
制
度 

﹂

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
を

代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
し

た
事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
正
取
得
の
早
期
発
見
、
事
実

関
係
の
早
期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

不
正
請
求
に
よ
り
、
不
正
取
得
さ

れ
た
個
人
情
報
は
、
結
婚
や
就
職
の

際
に
身
元
調
査
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
個
人
情
報
の
不
正
利
用
等
に

悪
用
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

不
正
取
得
の
早
期
発
見
、
不
正
請

求
の
抑
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
本
人
通

知
制
度
へ
の
事
前
登
録
を
お
勧
め
し

ま
す
。

第
28
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
和
歌
山
県
予
選
会

○
日
時　

6
月
30
日
（
日
）

○
会
場　

海
南
市
民
運
動
場

○
結
果

▽
女
子
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

チ
ー
ム
う
さ
こ

　

上
野
滿
智
子　

他
２
名

（
和
歌
山
市
会
員
と
の
混
成
チ
ー
ム
）

※
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
場

＊
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属

○
日
時　

6
月
16
日(

日)

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

角
直
弥
・
関
野
太
賀

＊
シ
ン
グ
ル
ス

3
位　

角
直
弥

3
位　

関
野
太
賀

▽
女
子
の
部

＊
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

長
田
実
咲
・
杉
山
陽
香

＊
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

長
田
実
咲

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
22
回
和
歌
山
県
紀
北
中

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

オータムジャンボ宝くじ

1 等・前後賞合わせて 3 億 9,000 万円で

「サンキュウーオータム」

9 月 20 日（金）発売！

1 等　   3 億 3,000 万円× 13 本

前後賞          3,000 万円× 26 本

抽選日は 10 月 18 日 （金）
※通信販売でも買うことができます

売り切れしだい

発売終了！！
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暮らしの情報
緑花センターからのお知らせ

【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570

【9 月の休園日】 3 日（火）、10 日（火）、17 日（火）、24 日（火）

■日時　9 月 28 日、29 日　午前 9 時～午後 5 時【花とアートのフェスティバル】

　国内でもトップクラスのエアブラシアーティス

ト・柴田 YUSUKE 氏によるエアブラシアートライ

ブと、当センター職員でもあるチェーンソーカー

バー・丹生俊哉による 1 時間で完成させるチェー

ンソーカービングショーを開催！！

　また、ボディペイントの無料体験も行います。そ

の他、トールペイント、切り絵・ビーズ・クラフト

のアート、木工・カントリー雑貨など様々な手作り

作品の展示販売、採れたて野菜の直売も同時開催致

します。多くの皆様方のご来園をお待ちしていま

す。

✿ 11:00 ～ 12:00【チェーンソーカービングショー】

✿ 13:00 ～ 14:00【エアブラシアートライブ】

✿ 10:00 ～【ボディペイント無料体験】
　※先着 50 名様

　蝶や花をモチーフにしたボディペイントを行います。

　お子様にも安心の塗料を使用しているので、親子おそろい

でいかがですか？

　直径 30 ｃｍ、高さ 1 ｍの杉材

の丸太を使用します。

　チェーンソーの爆音や飛び散る

木の粉、丸太が作品に変わってい

く過程は迫力満点です。

9 月 16 日　　　　/　　敬老の日の写真立て作り / ※材料費必要（300 円）

9 月 22 日　　　　/　　身近な薬草教室

9 月 29 日　　　　/　　秋の寄せ植え教室　/ ※材料費必要（1,500 円）

【展示会】 　9 月 7 日～ 23 日　/　ハスの花の写真展

【ワクワク教室】　現在参加申込みをお電話で受付中！！

　エアブラシを使って 1 時間で絵を完成させます。何を

描くかは当日までのお楽しみです。

〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

　▼秋の寄せ植え教室の様子

初 開 催！
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6/8
回

﹁
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
﹂

（
学
年
は
発
表
当
時
の
学
年
で
す
）

中
央
小
学
校
6
年

小 

ー

学
中 

生 

の メ
ッ
セ

ジ

高た
か
は
し橋

　
征ゆ
き
な杏

　

友
達
を
見
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
性
格
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
特

技
が
あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
ち

が
っ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
の
友

達
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
や
さ
し
い
、お
も
し
ろ
い
、

た
よ
り
に
な
る
、
は
ず
か
し
が
り

や
、
意
地
悪
な
ど
の
性
格
が
あ
り
ま

す
。
や
さ
し
い
友
達
、
お
も
し
ろ
い

友
達
、
た
よ
り
に
な
る
友
達
は
い
っ

し
ょ
に
い
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。
で

も
、
意
地
悪
な
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

い
て
楽
し
い
で
す
か
。
う
れ
し
い
で

す
か
。
私
は
ま
っ
た
く
う
れ
し
く

も
、
楽
し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ

と
ど
の
子
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

意
地
悪
な
気
持
ち
を
こ
の
世
の
中
か

ら
き
れ
い
に
消
す
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
自

分
か
ら
意
地
悪
な
気
持
ち
を
消
し
て

い
け
ば
も
し
か
し
た
ら
、
い
や
絶
対

に
、
相
手
の
友
達
の
意
地
悪
な
気
持

ち
も
消
え
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
学
校
で
、
い
じ
め
や

差
別
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
人

間
は
ど
う
し
て
い
じ
め
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
改
め
て
考
え
て
み

ま
し
た
。
き
ら
い
な
性
格
だ
か
ら
と

か
、
人
と
ち
が
う
か
ら
だ
と
か
ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
じ
め
は
大
き

な
罪
で
す
。
自
分
も
さ
れ
そ
う
だ
か

ら
と
か
、
こ
わ
い
か
ら
と
か
い
う
理

由
で
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
も
同

じ
い
じ
め
で
す
。
私
は
い
じ
め
・
差

別
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
私
が
引
っ
こ
し
を
し
て
保
育

所
が
か
わ
っ
て
す
ぐ
の
事
で
す
。
友

達
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て
思
い

き
っ
て
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
。」

と
言
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
な

ん
で
私
ら
の
と
こ
ば
っ
か
り
来
ん

の
。い
や
な
ん
よ
。ち
が
う
と
こ
行
っ

て
。」
と
言
っ
て
追
い
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
も
そ
の
時
の
い
や
な
気
持

ち
が
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、や
っ

と
友
達
が
で
き
て
今
で
も
と
っ
て
も

仲
よ
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
い

や
な
気
持
ち
や
今
の
楽
し
い
気
持
ち

が
分
か
る
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ
る
人

が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
思
い

ま
す
。
で
も
今
で
も
時
々
だ
れ
か
が

悪
口
を
言
っ
て
い
る
と
自
分
も
い
っ

し
ょ
に
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
し
そ
れ
が
本
人
の
耳
に

入
っ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で

し
ょ
う
。
き
っ
と
悲
し
く
な
っ
て
学

校
へ
も
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
の
保
育
所

の
こ
ろ
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
友
達

に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
い
じ
め
の
た
め
自
殺
す
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
も
し
、
そ
の
子
に
や
さ

し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
て
、
い
っ

し
ょ
に
乗
り
こ
え
て
い
け
る
友
達
が

い
た
ら
、
今
、
そ
の
子
は
ど
う
な
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
私
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
、
ど
ん
な
言
葉

を
か
け
て
あ
げ
た
で
し
ょ
う
か
。「
大

丈
夫
」「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」
な

ど
の
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
今
「
な
ん
で
そ
ん
な
こ

と
す
ん
の
。」
と
い
っ
て
や
れ
る
ぐ

ら
い
の
気
持
ち
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。
体
に
で
き
た
傷
は
お
医
者
さ

ん
に
行
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
場
合
よ
く

な
り
ま
す
が
、
心
の
傷
は
お
医
者
さ

ん
に
行
っ
て
も
治
ら
な
い
の
で
す
。

私
達
は
絶
対
心
の
傷
を
作
ら
せ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
生
き
る
価
値

が
あ
っ
て
生
き
る
権
利
が
あ
る
と
学

習
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
の
意

味
を
考
え
自
分
の
生
き
る
価
値
、
生

き
る
権
利
を
大
切
に
し
こ
れ
か
ら
も

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
ち
が
っ
て
い
て
も

わ
か
り
合
え
る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
心
に
持
ち
た
い
で

す
。

◀
発
表
す
る
高
橋
征
杏
さ
ん

全
国
一
斉
﹁
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
﹂

　

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

○
期
間

　

9
月
9
日(

月)

～
15
日(

日)　

　

7
日
間

○
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
7
時
ま
で

（
但
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

○
相
談
内
容

　

暴
行
・
虐
待
な
ど
の
高
齢
者
や
害

者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
相
談

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

9
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

人  

権  

相  

談

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

第 2 回　11 月 24 日（日）
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

9月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長
はできません。

「地震！」図書コーナーを特設します
　図書館で所蔵している資料の中から、地震についての本

をご案内します。

期間　9 月１日（日）～ 9 月 29 日（日）
場所　岩出図書館　展示コーナー
　地震はいつ何時起こるかわかりません。いざという時に

慌てず行動するために、これを機会に地震について考えて

はいかがでしょうか。

　また、同じ期間に、小学生以下の

お子さんからご応募いただいた消防

服を着たそうへぃちゃんのぬりえも

展示します。個性あふれる作品をどうぞご覧ください。

○図書館ボランティアによるおはなし会

　1 日（日）・8 日（日）…「おはなしドロップス」

　15 日（日）・22 日（日）…「おはなしのとびら」

　29 日（日）…「英語でおはなし会」

　　午後 1 時 30 分から

　　岩出図書館おはなし室

　14 日（土）…「おはなしのじかん」　

　　午後 2 時から

　　総合保健福祉センター図書室おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会

　28 日（土）…「おはなしパレット」

　　午後 3 時から

　　岩出図書館おはなし室

図書館講座・男女共同参画推進講座

　「速読」とは文字通り本を速く読むことです。理解度

を低下させる「斜め読み」や「飛ばし読み」ではありま

せん。「速読」は、速く読み、かつ文章の意味（内容）

を正しく理解しながら、文章を味わう読み方なのです。

　「速読」を身に付けると脳が活性化し、読書量だけで

なく、理解や記憶などの能力も高まります。また、眼筋

トレーニングによって目を支えている筋肉が鍛えられ、

「動体視力」が上がり、「視野角」が広がるので、文章を

読むことだけではなく、スポーツをする上でも効果的で

す。「速読」の理論を学び、初心者向けのトレーニング

を実際に体験してみませんか？

●日　時　第１回　10 月 20 日（日）
　　　　   

　　　　　　　　各回とも午後２時から

●場　所　岩出図書館　大会議室　　

●講　師　日本速脳速読協会　古
ふ る や

家　隆
た か し

志氏

●対　象　小学校 3 年生～一般（岩出市に在住・在勤・

　　　　　在学の方に限ります）

●定　員　各回 30 名（定員になり次第締め切らせてい

　　　　　ただきます。）

●申込方法　

　第１回は 9 月 15 日（日）午前 10 時から

　第２回は 10 月 20 日（日）午前 10 時から

受付開始します。参加はどちらか１回となります。

　岩出図書館カウンターに直接、又は電話でお申し込み

下さい。なお、受講を希望されるご本人又はそのご家族

の方からのお申込みのみ受付させていただきますので、

ご注意ください。

●一時保育　有（無料）

　満１歳～就学前までのお子さんをお預かりします。

　一時保育申込期限

　　第１回　10 月 9 日（水）まで

　　第２回　11 月 13 日（水）まで

　　　　共催　岩出市立岩出図書館・岩出市市長公室

速読トレーニング講座

参加無料
9  月  のお は な し 会

図 書 館 ＤＶＤ 上 映 会

日時　9 月 7 日（土）   開場 13 時 45 分　

                                               
場所　岩出図書館　大会議室

＊入場は無料です（先着 100 名）

○ワールド・トレード・センター（129 分）
（日本語吹き替え・日本語字幕入り）

　28 日（土）…「おはなしパレット」

開演 14 時

第 2 回　11 月 24 日（日）



広報いわで　編集・発行　岩出市役所　市長公室
〒 649-6292　和歌山県岩出市西野 209　℡ 0736-62-2141
ウェブサイト　http://www.city.iwade.lg.jp/

市の人口と世帯（平成 25 年 7 月末現在）
総人口 : 53,398 人（男 : 25,840 人　女 : 27,558 人）
世帯数 : 21,352 世帯　　


